
93年度 たんぼ耕作報告書

野川で遊ぶまちづくりの会0たんぼ班

1994年 1月

`_.= 
ユ  「





目     次

1   水田の所有者 と耕作者等

2   水田耕作開始の動機

3   水田耕作の経過

4   収量・ 会計報告

5   アンケー トより

6   93年 度の反省・ 94年度の展望

7   資料





水 Ett α)所 有 者 と 耕 f/F者 等

住所    調布市佐須町 1丁 目

所有者   竹内 愛

地 目    農地 (生産緑地 )

面積    3畝 (約 100坪 )

耕作者   野川で遊ぶまちづ くりの会 (た んぼ班 )

尾辻 義和

依田 輝男

大木 健次

四方田 清

東狐 貴一

大西 友幸

清水 美津江

深沢 佑太

井上 政子

条件    収穫 した米は500円 /KGに て耕作者が所有者より購入する

わらは所有者に収める





水田耕作開始の動機
1、 谷津田

f倉需局お泉昌ヒ」
｀
渠誉8反1魏髪1果暴奈雪

湧き水と、そこから野川に流れる

霧黎[:書攀:懃ill[、

左須のたんば、つまり「谷津田」のキーワードは、湧き水・水路・ 水田・雑木林、である。

2、 野川であそぶ街づくりの会と「谷津田」の関わり

ての
とヽし

そ
間
も
或
は
の
り

ｏ

レ

か
．

土日の
伐
た
い

）は

ヽ

ｌ
ＪたみＯ

て
た

つ
つ
や

行
も

を
ぼ

き
ん鷲れ

た。

調
の
　

つ

黎

だヽ

ヽ
　
　ヽ　・， 電

除
ら

か

掃
が
　
る

樽

銚

狩

む

は
を
　
も猫

¨

と
ン
　
そ

ド

ヤ

ば

ル
キ
　
れ

一
き

見
け嚇
硫

鋼
立って

辮
轟

ｒヽ拓
紡
剛

資簿
縮
禅

９
の
ｒ

3、 睡 まで

92年冬の頃のミーティングで、たんぼをやるかどうかについて話された。

塞ふ野事會?「52お水田義痕2斃恵象
のか

ちなみに1年を通しての水田耕作経験者はミィーティングのメンバーにはいなかった。

?∫霧曾巻なこ沐〔
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巻争音「 :毎年ここだけは必ず水田を作るという、約

見3篭霜把ヒなを出こた警莞lら
れかけた。代表が『一件貸してく,そうなところがあ

,Jと
言っ

4、 準備

曇[0,;軍 泳:き言漠畜重][i:E雪 [}て

いたことと言えば、別な先輩素人耕作集団より、稲作

ンバーには

ョタ署言阜者萱誇譲
「

心  〔『:轟韓●
基オ轟楳鰤 9杢磐著箭を言F:r土杏

るかに山で、炭焼きキャンプを企画してきた。

暴:籍購舗醍[
百たこ誉ならず、その効用について再認識の機運ジヤー用の燃料 と し買

畠え樫百t見讐会が、炭焼きキャンプの企画にたどりついたのも当然だった

わち代表者は尾辻氏となる)

菟楚賓箋,こ
と。
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その間、とくに重要な点としてマークされたことは

たこと、等である。
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はコンク 1

ジョウ、カヮニ





のご暑こ1:T｀ %的
鰯 、い 鋤 なくしdま利 脇 ゆ瀾 こ農家との郎 関ヽ係維持が

省暑,菅i:[署:毯憑暑暑繕卜房L貧 )暑否響を響日でたr警手ンサ案二ぁが悪量票房人た資否讐看

5■■TI'こ 1、:liて

くれる農家を見つけた時点で、参加メンバー募集のよびかけ文が作られた。

なぜやりたかったかについての答えは、現在も各自、自問しつつあるというのが本当のところである
と思う。

もちろん、会員たちが土と親じむことが好きだったことがひとつ。

完2語琴菓犀絶悪警Iギし[兌ぜTふFを3:水
田は欠くべからざるものとして、まだそこに現存してい

雰た百警そ喜警量畠雫蓼嘉冒燿ふヒ下Ъ攀 慕妥ぶヒださ21、号む習祟ふこちまして
の曜調に、自

貧2τ魃』営奪熱思‡i:il彗
]奨littI::li::i[F皇

程i卜旱;孝壺棒暑買F

沓異[τ零辱は、杏歪喜璧言亀義響劣全ち選警ぱF皇喜:｀T管写お秒矢見宅纂農与は2管背憲b、I言去
いのである。

当初のミーティングでも、同様な内容の意思を会員間で確認してスタートしたと記憶する。





水 田 耕 作
=の

経 過

5月 5日        竹内さん宅訪問

会のメンバー5人で訪問し、条件等について打ち合わせ。

5月 6日         種 もみ入手 (2升 )

5月 9日        種蒔き

約 10人が集まり、竹内さんの畑に、種 もみを蒔 く。化成肥料 2分の一袋投入。

5月 16日       苗代除草

苗代に変化なし、畑の除草を手伝 う。

5月 23日       苗代除草   .

2か ら3セ ンチ発芽。雑草は無 し。竹内さんと田植えまでのスケジュール打ち合
わせ。

5月 30日       苗代除草

6月 6日         あぜの除草

カマであぜの上部と内側の草刈りをする。苗代で七夕苗の間引き。

6月 13曰        くろつけ

9人参加。くわ3本使用。田の縁に沿って、溝を掘り (幅はくわ一本分)取水口
から水を入れる。足で泥をこね、手でその泥をあぜに塗 りつける。
水路の水量は十分。竹内さんの奥さんに指導を受ける。

6月 16曰         くろつけ

くろがはがれたので、平 日にもかかわらず2人の参加で全面補修する。
くろは厚 く塗ることと、 (く わ2本分の幅の溝を掘 り、十分な量の泥を作る必要
あり)上から水でぬらしたクワでなでつけることが必要だった。

6月 18日       新 しい堰を作る

6月 19日         しろかき

5人参加。たんぼ全面を網の日のように溝を掘るべく、クワで作業。 2分の 1し
か出来ず。上流のたんぼが田植えのため、水量少なし。また、竹内さんのたんぼ

・  は、春まで畑だったため、水の吸い込みがよくなかなか水がたまらない。





6月 20日 しろかき、苗とり、田植え

大人 12人、子供多数参加。当日の朝、たんぼは9割方水没 している。まず化成

肥料 1袋半をまく。最初、羽根なしの耕 うん機を使 うが、その後、竹内さんの羽

根つき耕 うん機を借 りることが出来、たちまちしろかきが完了する。

その間、苗とりと苗のたばねをやっている。また、別な農家から、もち米の苗を

届けてもらう。苗代の苗 4分の3程度を束ねて、十分と判断し、午前中終了。

午後から田植え。もち米 10列。あとはうるち米。ただし、うるち米と思って植

えた中に、もち米の苗が混ったらしい (精米の後に判明)。 田植えは 1時間で終

了。子供 も含め全員素人由、苗の深さ。本数はバラバラ。終了後 ビールで乾杯。

7月 25日 一番草

一株毎に、根のまわりの泥をかき回す。根に空気を送り込むとともに、細かい根

を断ちより太い根の分結を促す。雑草はほとんどなし。

8月 17日        消毒 (パ ダンン水溶液散布 )

平日につき、会員が一人で作業。既に田から水は引いている。

8月 22日        二番草、あぜの除草

田を一畝ごとに歩 く。メイガ及びそのマユが若千見 られる。アマガエル、ショウ

リョウバッタ、イナゴ等みられる。穂はほとんどなし。

9月 19日 かかしづくり、防鳥ネットづくり

園芸用棒 10本を立て、ビニールひもで結ぶ。また、タル木と古着を材料に、か

かし2本を作る。

稲穂は出揃い、たれている。もみをつぶしてみると、中が液状のものと、実にな

っているものとがある。

10月 3日 「市民が耕す農研究会」開催

TAMAら いふ21の分科会である「研究会」が、当会のたんぼを見学地として

開催される。参加団体は、やぼ耕作団、レンゲの家、東京農大等。たんぼ及びか

に山の見学の後、研究会。約 20名参加。

10月 16日 稲メJり

小雨模様をついて 5人参加.竹内さんの奥さんの指導で、ワラの用意のしかた、

稲の刈り方、東ね方を教えてもらう。もち米 10列を刈り終える。

10月 17日        稲刈り、はざかけ

8人参加。前 日の残りを刈 りとるとともに、はざを作りかけてゆく。東が小さい

せいか、はざが 5列にもなった。茎はやや青さが目立つ。たんぼにいる生物の種

類の多さに驚 く。

10月 23日・ 24日   調布市消費者まつりに参加

米作 りをテーマに、パネル、農具、稲穂等を展示。カカシ作りをイベントとして

企画。





11月 6日       脱穀

竹内さん所有の脱穀機で脱穀。同時に、ワラを束ね、はざの撤去。脱穀機がモ

ーターとファンベル トで接続するという旧式のためと、各自が少 しずつ体験的
に作業を行ったため、日没後に及ぶ。

11月 7日       モミすり

竹内さん所有のモミすり機にて。日没前に終了。

11月 13日      精米

佐須街道沿いの共同精米所にて。精米後の重さ114kg。 ぬか 1袋半。

うるち米にもち米が均等に混 じっていた。

11月 14日       精算 (竹内さんへお米代等を支払 う)

12月 11日       堆肥積み

4人参加 (大人)。 リヤカー2台分の落ち葉を、かに山から集め、鶏糞 4袋 (

20kg),ぬ か4袋 (40kg)と 混ぜる。用水路からバケツで水を汲み、

かけて 、踏む。

12月 19日        堆月巴積み

リヤカー2台。鶏糞、ぬか各 2袋。たんぼの北西の隅の堆肥置き場 (約 3平方

平方メー トル)は ほぼ一杯に。





収穫量

会計報告

24KG

90KG

合計 114KG

1 収入

2 支出

剰余金

会費

米購入費

55、 000

55、 750

円

　

　

円

合計 110、 750 円

機械・ 農機具代

資材費

肥料・ 農薬代

精米費

食事代等

お礼等

米購入費

14、 415 円

17、 998 円

6、 690 円

800 円

3、 739 円

8、 020 円

57、 000 円

合計 108、 662

2、 088 円

収穫量・ 会計報告

もち米

うるち米





ア レノケ ーー ト よ り                   ｀

93年 12月 24日、たんぼ班事務局より耕作メンバーにアンケー トが発送された。

アンケー ト

断男曙お雪幹議鶏滸薔以外の反欲に嗅ヽて。

6,その也

回答 (要約)

1,について

ril重禁i賞言意ii:借ま1き‖:卜bttL、

雨の日には通用せず。

・ くろぬり…いい加減だった。はじめてなので、丁寧にやるべきだった。

選負省き畢鳥黎輌下ぶ,ん番訴が多かった。

雅β空縫差tttft髪た警磐誌t発摯
鰈讐絲摯欝祢駐製鋼驚

軍盤盤う動殿短讐
雑弁?纏む蒻ガ2善曇襲1宅そなあを正ぁ禁露1

製 尋]早3野夕 珊 麒 謳 倉ゝ漱轟 寛艦 ぜ響 支雀曇纂)

。竹内さんに教えていただきながら、一年間とおしてほぼスケジュール通り動けた方出はないか

灘 ざら香志晨票聯  『蘇露L舶事異
でも酷できること。
(楽しくまた勉強になった。

3,について

碁i:委撃荀璽聯脅llttlttili禅予鰍rlili

と思う|
連絡だ

遮師鰐錘翌ボ5言壁鼻得[離:力軍ヅ
り:|・ 湧
の会の





メリ突主慮男祟朝拐|こ追露じそ讐零ぞ贅えFい
ただきありがたいと思い、感謝している。

4、 について

L粂と籍鳥3歪で?ふ警EF髪結彗ネ雰義長瞥晋た天彎奄「
植えてれヽてょかった。

もなえば筈ユ
「

選爵百総乱 ふξえi水
で流すのに手間が掛かった。米にもち米が混じっていて、

°以前、佐須の人に、この辺の米はあまりおい l

5,について

し袈ヒぶ憲子ヨ:ギ1方 3ヽ蝿異菫鶉 忌澤惑 11塞雅畠ぅ。
・ 時間に余裕のある時期 (8月 9月 )な ら手伝ってもよい。

卜
ii::illiliII:I[穐

tゝ忌」[∫:::t書:≧ 1:Fち Il墓墓
`ヽ

1:配子ll,113、、デ辱ei[l苛l:|フ;1:品

`:

寒お2腑 源斃色支‰ けばぃくらでも借りられの
雑木林の重要性についてアピールする「 しかけ」としては最適

兆 酢E鶉禁[部碧製栗:をЪ首実慮亮見轟 鵠 島桑た3:『機 。

・ 1993年 は、野りIIの会のみなさんとの出会いが、とても私達家族にとって新鮮でした。





93年 度 (つ 反 省

1、 まちづくり

まち (ムラといってもいいか…)はできている !

7月、大家を訪ねると、仏間は盛大に飾り付けられ、お盆の準備が整えられていた。 10月 のある日、
大家の奥さんが明治神宮で収穫を祝う踊りを奉納するとて、踊りの際に手にもつ初穂のワラ細工を作っ
ていた。もちろん、地域の、琥珀神社の秋祭りも行ったようだ。
多分、大家の一年を追えlよ 調布が農家と農地だけで構成されていた頃からのならわしが、年間行事と
して、生活の中に保存されていることに気付くのだろう。

まちはすでにできている !

ただし、ここでいうまちとは、先祖代々の土地を調布に持つ、主に農家で構成されるところの、まち、
である。
一方、会の主旨でもある「まちづくり」でいうところの、まち、とはなにをさすのか?

簡単にいうと、人目的には主流となった、外部から流入の、非農家層と、代々の農家層とが、必要に応
じて交流しつつ良好な環境を維持している地域kというのが会が目指すまち、であろう。
非農家層の側からの単発のイベントのみで、あるいは、農家層のみでの風習の維持だけで、好ましいま
ち、ができるはずもない。            ・

各所で、それぞれ有意義な試みはなされていると思う。今回のたんぼづくりも、非農家層と農家層の継
続的な交流、非農家層にとって他人まかせであった田畑・環境の維持・保全に加担することによる地域
住民としての自覚、そして人を知り、土地の由来を知ることによって起こる地域への愛着

`工
に結実す

るのであれば、目指すまちづくりのささやかな実践ととらえてよいのではないかと思う。

2、 水田耕作技術の修得に関して

通年の作業を実際に行い、充実感を感ずる心境ではあるが、下記の点で幸運に恵まれていたことを忘
れてはならない。

品種は丈夫な在来種であったこと (アキニシキ)

種まきのタイミングを逸せず、種もみをまけたこと
くろつけの補修を平日に行える態勢にあったこと
しろかき用の耕うん機を、大家から借りられたこと

もち米の苗が手に入ったこと
田植えを6月 中に終えられたこと

田植えの仕方が、たまたま深植えにならなかったこと

田植え後の水量に恵まれたこと
7月 に根きりを行ったこと
はざをくむとき、じょうずな人がいたこと
はざかけを十分行い、実に栄養がおりたこと

これらは幸運だけではもちろんない、意識したとりくみの結果でもある。

また93年度の耕作中技術的に力及ばなかった点としては以下のことがある。

苗代の管理……七夕苗の完全な除去 (抜き取り)ができなかった。

くろつけ………水量の導入不足、泥の量の不足、により、後日すぐ剥がれた。手順の不手際。指導

力札

しろかき………堰の不備による水量不足、並びに手順の不手際による過重労力。別途、耕うん機を

借りてはきたが水田仕様ではなく、役に立たなかったこと。

取水日の管理…大雨のとき、あぜの一部から、水が他の畑にもれることが一度あった。

あぜを高くする事、大雨が予想されるときは、取水口を開ける (田から用水路に水

が戻る)等のこまめな手当てが必要。





消毒……………大家の指導でもあり、また、強力な殺虫剤でもなかったため今回はしかたなし。

化成肥料………大家の指導でもあり、また、当会でも堆肥を用意できなかったため今回はしかたな
し来年以降、改善。

稲刈り…… …参加者全員に、刈り六 束ね
召t褒鷲 暑墨警事f組

みな の指導を行え丸 した
がって、全体として手際のよい

脱穀……………機械の整備等を当日に行ったため、作業が日没後に及んだ。

全体として、機械ミ農具の使用上の細かな点に不案内な上、作業当日に機械の整備も含めた準備を行
うことが多かったため、時間的ロスがあった。
また、作業内容自体鍼 織 誤の段階で、個人の力

曇じ誓コ糎Fが
多かったし、結果的に大過が無かっ

たものの、自然任せ、大家におんぶにだっこという1

3、 会の運営

必要経費はすべて、メンバーの会費でまかなわれた。
が、会の方からの主旨の不徹底、メンバーの参加の度合いのバラバラ具合等により、会費徴収が当初の
予定通りにいかなかった。

田植え後のスケジュールの連絡を、文面化できず、電話連絡のみとなった。

たまたま、自営一名、変則勤務―名が会の中心メンバーにあって、耕作上の臨機応変な対応ができ、
スケジュールの遅れに至らずに済んだ。

田植え終了後の作業については、スケジュールの設定等の準備作業が手薄だった。

4、 その他

たんぼは子供にっとっても絶好の遊び場である。
田植えの時の泥遊びはもちろん、田植えの後も近くの小学生が、オタマジャクシの採集にあつまってき
た。

一回消毒はしたものの、水田および周辺には豊かな生物相がみられた。

耕作、見回りに通ううちに、隣接の畑の人と知り合いになれ (依田さんの功績大)収穫祭のときの餅
つき用自一式を借りるなど、交流ができた。

当会にとってみれば画期的なイベントである、たんぼ耕作も、傍らを通る人にとってみれば単なる一
風景でしかないのか、立ち止まってみる人、声を掛ける人などは少なかった。
ゴミの投棄こそ無かったが、例え一見して分かる素人がそこでやっているにせよ、農地と一般住民との

間の壁を感じた。

:  `ふ■1 1





94年の展望
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中で、大家 との間を中

を倉怒t、 奈Fの
一年の行事を折 りにふれ、追 って、記録をつ くってみるの もおもし

年の、消費者祭 りのような場にも、無理のない範囲で参加 し、一般市民にアピール
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5、 スケジュール                               ・

3月 末をめどに、面積拡大、行政仲介等についての結論をだす。

っ∴暑肇写:会
員 (た んぼ班)を集めて ミーティング。会費徴収の件、予算承認の件等に

5月 初頭、年間作業 日程発表。

田植え終了後、中間反省会。

8～ 10月 頃に、他の しろうと耕作集団 との交流会を開催を呼び掛ける。

収穫祭 と前後 して、年間反省会。 (ア ンケー ト方式は取 らず)

94年度耕作報告書に、佐須地区全体の保全計画案を織 り込む。
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都立農業高校・神代農場

湧水によって大きくえぐれ、谷をつ

くっている.市の水源として地下水を

汲み上げているところが近いが、豊か

な森が湧水を守つている.

いずれ、公園として整備されてしま

うそうである.

l             l● P“

佐須の用水路 (湧水)を
たどってみよう !
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ムクドリの谷 (通称 )

168年、自然探検隊の発祥地である.い
然広場として埋め立てられた.
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素堀の水路がめぐる児童館

水を流していないので、砂利の

捨て場となっている。

管理の大変さはよく分かるが.

たくさんの人が来る日曜日に人を

入れないのは、どうしたものか?

レングが広がる
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市民も参加 して

「市民たんぼ」

「農の再生」を !

に参加 しませんか

私達都市住民が調布に移り住んで本当によかったと感じることの 1つ は、緑の多い落ち

着いた街だということだと思います。 しかしその緑は深大寺や神代植物公園、国分寺崖線

のそれを除けば屋敷林や農地に大きく依存 しています。そして私達に本当に生きている緑

を実感させ、日々育ってゆく大根やなすやとまとを愛でることができる農地は、画一的な

公園よりもはるかに私達の心をなぐさめてくれるものだと思います。つまり都市における

農地は私達都市住民の心のやすらぎの場として貴重な公園としての機能をはたしてくれて

います。

■「 農」のもつ多様な価値に目を向けよう。

「生産緑地法」の改正により、都市農家は困難な選択を追られました。このままでは調

布のまちも都心のように唯家並が密集 しつづけるアスファル トとコンクリー トの街になり

かねません。 21世紀の調布のまちづくりの事を考えれば、命の根源である食物が育つさ

まを目の前でみることができること、ふるさと調布の原風景、風土文化の伝承、子供の生

活体験の壻として農地はますます重要性を増 していくでしょう。

さらに都市におけるヒー トアイランド現象の緩和や地下水の洒養、深刻化するゴミ問題

の解決にも大きな役割を果たすでしよう。

■「市民たんぼ」で「遊農」の第一歩を !

今度地主さんのご好意により私達の手で稲作りができることになりました。「種まき」

噺 ず,7り 」「 しろかき」から「田植え」「収穫」まで一通りを農家の方の指導を受けな

から私達の手で行います。とても重要で、しかし維持していくことが困難になってゆく

「農のゆくえ」に思いを巡らしながら、市民も農家の人達と共に徴力ながら「農の再生」

に向けて力になってゆきたいと願っています。そうすることが地主さんのご好意の幾分の

一かに応える方法だと思っています。

■「市民たんぼ」に参加 しませんか。

「土に親しみたいと思っている方」「植物を育てることが好きな方」「お米ができる過

程に興味のある方」「子供に農作業を体験させたいと思っている方」「 日本農業の行末を

案じている方」「環境闘題として農を考えている方」どなたでもお米作りに挑戦 してみま

せんか。
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[田植えまでの作業日程 (予定)]
5/31(日 ) 苗床除草

6/ 6(日 ) あぜ除草

6/13(日 ) くろぬり (あ ぜから水がもれないようドロで塗り固める作業)

6/19(土 ) しろかき (た んぼ全面に水を引き、土とかきまぜる)

6/20(日 ) 苗取り、田植え

●集合時間:10時  ●集合場所 :現地 (次ベージ地図参照)

●持ち物 :軍手、カマ (あ れば)、 手ぬぐい、帽子、水筒

[参加条件]

1.参加費 : 毎月 1, 00o円 (5～ 10月 ) ・̈資材費等に使います。

2.収穫米の購入 : 収穫 した米は500円/kgで地主さんより会が購入 します。

(個 人の購入希望は会から、同条件でおわけします。)

[連絡先]

野川で遊ぶまちづくりの会 代表   尾辻義和 03-5384-5539
同       たんぼ班 大木健次 0424-84-4067

[たんぼの場所]

調布市佐須町 4丁目21番地 竹内さん所有地内

至三鷹 ↑

佐須街道

→至柴崎

.ti_, 1

至甲州街道

中央高速道路
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田んぼ と生 き物 たち

6月 20日

田植えも終らないうち、もうそこここ.か ら蛙の声が聞こえはじめt夕
暮れどきになるとつばめが飛び交っていたょ

7月 初:め

6月 終わ り

アジアイ トトンポが稲のはつばを渡つていた。

おびただしい数のおたましゃくしが姿を表した。

7月 中|'

シオカラ トンポ、ウスパキ トンボ、ギンヤンマが姿を見せた。

8月 初め

おたましやくしがいつせいに緑色の蛙 (ア マガエル)に な り、稲の葉
にとまつていた。

8月 中

ナツアカネ (今年は非常に少ない)、 コノシメトンポが 2、 3匹、た
くさんのカマキリ、テントウムシ、ショウリョウバッタ、カタッムリ、
イ トトンボ、イナゴ、菜の花の葉の間に巣を張つた黒と黄色の模様の大
きなクモ、シオカラトンポのヤゴ、スジグロシロチョウなどなど

9月 初め

アキアカネがいつばいでてきた。用水路には、カワニナ、ザ リガニ、

シジミがいたoヽ





『 コメづ くり宙
一

「 野 川 で遊 ぶ まちづ く り会 」

谷 戸 の恵 み
調布市深大寺南町か ら佐須町一帯。都立農業高校神代農場 内の湧水が雑木林 (カ

ニ山、自然広場 )か ら水 田、畑のわ きを流れ、野川 にそそ ぐ。

湧水はきれいで、ホタルの餌 となるカワニナという巻 き員 も、棲 む。

水 田に水 を引けば、たちまちカエルの大合唱。夏 はパ ッタ、カマキ リ、シオカラ
トンポ。秋 にはアキアカネ、イナゴの天国だ。

湧水を雑木林が保護 し、水田耕作が維持されてぃるか らこそ、生物 も生きなが ら
える。

都会 の 中のたんぼ
佐須の用水路一帯 に今では調布でも珍 しい水 田が残 っている。ふ るさと調布の原

風景 として、雑木林 とともに住民や訪れる者の心をな ぐさめて くれる。

ところが、他の例 にもれず、産業 としての農業が都会 にあってはほ とんど継続 困

難な状況 になっている。水 田を維持 している農家の方は高齢 にさ しかかってぉ り、

代替 りして、果 して水 田は残 っているであろうか。

しろ う との米 づ く り
今年 4月 、ひょんなことか ら念願の水 田耕作が、「野川で遊ぶ まちづ くりの会」で

行 えるようになヽった。ある農家の御厚意 によるものだが、ある意味では成立 困難な

都市農業のスキ間 に偶然我々が入 り込めただけかも しれない。

やれるか どうか不安だった米づ くりも、全国的な大凶作の 中、稲刈 りを終 えるこ

とができた。ほとんどの作業が我々にとって初めての体験だった。

米づ くりは本来 、その土地 を守 り続 けてきた農家 にとっては「 レジャー 」で も「心

をなごませ るための レク リエーション」で もな く、生業 としてあた りまえの ことで

あった。

目 』

まちづ くりの
都会の農家が 自分麟

］
で、水 田や畑 を耕 して、これか ら先 も代々暮 らしてゆけ

るようにはな らないだろうか。そ こまで考 えるのは、 しろうとの私達の任ではな い

かも しれない。なにか しらの縁が あつて調布 に住むことになった私達住民が 、佐須

用水一帯の 自然 に将来 とも接 して暮 し続 けてゆ くにはどう した らいいのか。

その答 を求めて、とりあえず、米づ くりを始めた。そ して、今後 もや り続 けたい。

しろうとが水 田をわずかばか りや って、それで農地が存続 し続 ける とは思わな い

し、谷戸の環境が守 られるとも思わない。普通の住民が、日々、地域 でつ き合 い、

地域行事への参加 を し、あた りまえの地域が形作 られた彼方 に しか、あた りまえの

「農 」の存続 はないのではないか と思 う。





自 然 の や さ し さ に 包 ま れ て

野 川 で遊ぶ まちづ くりの会

私達の会 は、調布 の野川、野川周辺、

野川へ流 れる小川 (湧 水 を源泉 とする

農業用水 )等 をフィール ドに して、 市

民に呼掛 けを して自然観察会、水遊び、

水路清掃等 を行 なっている。 これ らの

活動 をとお して、 自然 とふれあい、 そ

こに住む生 き物 と接 することによ り、

川のあ り方 を考 え、 人のあ り方 を考え、

そこに川 があることによるすて きでよ

りよい生活環境 を取 り戻 し、 あるいは

創 り出す ことを目的 に活動 して いる。

自然 との共生 を基本理念 に、 自分た

ちの まち を、 自分たちで考 え、 自分た

ちでつ くることをめ ざ し、 まちづ くり

の会 と名前 をつ けた。

川で泳 ぐ子供達

4月 、 5月 の水枯 れが うそのよ うな

水量の 9月 の暑 い日、 野川のいこいの

水辺で服 をきたままで泳 ぐ子供達 に出

会った。 きれいな水 がたつぶ りと流れ

ていて、子供な らず とも入 つて泳 ぎた

くなるよ うな、 それ こそみずみず しい

川であつた。

子供達 は、 その うちに護岸 に使われ

ている岩 の上か ら飛 び込みを始めた。

おおは しゃぎである。 こんなに楽 しそ

うに遊ぶ子供の顔 を見 ることはあま り

ない。 テ レビで よ く見 る郡上八幡の長

良川で巨大 な岩や、 橋の上 か ら飛 び込

みをする子供達の映 像が 目に浮かぶ。

こんなふ うに川で遊 べた らどんな に楽

しいだろ うといつも思 っていた。 まさ

にその様子が 目の前 にある。子供 が思

いの ままに遊び、 ひ とりが飛び込 みを

始めた ら、 みんな oま ねを始めた。

この川 が も う しき にな くなって しま

うのが にわ か には信 じがた い。

水辺の豊 かな 自然

春の もみ ま きか ら始 まったわ れわ れ

の ささや かなた んぼ で、 冷夏 にもめげ

ず に穂が 垂 れ るよ うになっ た 9月 の 日

曜 日、 す ずめ に大事 な米 を食べ られな

いように、 子供 とい っ しょに案 山子 を

作 った。 案 山子 に着 せ た I員 は、 いか に

も都会の 案 山子 ら し く、 背 広 だ。

そんな案 山子作 りの合 間 に、 た んぼ

のわ きを流 れ る用水 路 で、 子供:達 が員

を見つ け た。 モ ノア ラ ガイ、 カ ワニ ナ、

そ して シ ジ ミ?だ。 この用水路 で 3回 、

生 き物調 査 を したが、 シジ ミを見 つ け

たのは初 めてだ。 わ き水 が ま さに命 の

泉 である こ とにあ らためて感激 した。

シジ ミ?は いっ か らここ に棲 む よ う

にな った の だ ろ うか。 かつ て、 この近

くにサ ワガニが いて、 ぃまで もカ ニ 山

とその名 が残 っているが、 ひ ょっ と し

て、 どこか に生 きて いるのではな いか

と胸が騒 ぐ。          :
ここは、 調布でも貴重な 自然が多 く

残 る佐須 の用水路で ある。

この用水路のわ き水 も、 4月 にはほ

とんど枯 れそ うにな った。 この生 き物

の豊かなわ き水の小川 もやがてな くな

るのが部会の宿命だ。

市民たんぼ

昨年の暮れだった。 たんぼをや りた

いね と誰 かが言 った。 しゃ―なん とか

借 りてみ ようか と誰 かが答 えた。 が、

世間はそ んな に甘 くはなか った。 いろ

んなル =卜 か らたんぼ を作 って いる農

家 にアタ ック したが、 返事 はノーであ

る。 たんぼへの思 いいれが伝わ つて く

る。農家の立場 にな ってみれば 当然の

ことであろ う. 素性の知 れな い素人
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に貸せるはずがない。 ほとんどあきら

めていた、 4月 の自然観察会、清掃の

ために借 りた リヤカーを返 しに行って

何気なくたんぼを探 していることを話

したら、 そこでたんぼが借 りられるこ

とになり、話はあれよあれよとぃぅ間

に決まり、 しろうとの米作 りが始 まら

た。

部会の中でたんぼを残す意味がある
のだろうか。どこもそうであるよう1こ

調布 のた んぼ もな くな る運命 にあ るの

か 。

自然のや=き しさにつつ `ま れて

私達 は、 自然のや さ しさに包 まれて、

すて きに くらしたい と思 う。疲れた体

を、 そ して心 をいや して くれるそ んな

自然 に抱 かれて くら したい。 日一 日と

開発の進 む調布 にあってそのようなぜ

いた くが で きるのだ ろうか。多難 では

あるが、 私達は、 そんなまちを夢 みて、

具体的 にまちづ くりの試案 を提言 した

い。私達 の提言 をたたき台 に して、 市

民の方 と共 にまちの あるべ き姿 を考え

ていきた いと思 う。

◎今年の活動記録 (*は米作 り )

1993年
2月

4月

5月

6月

消費者 まつ り参加

(わ き水の生 き物展示 )

佐須の水路 で 自然観察、 清掃

9日  稲の種 まき *

6日  畦の草取 り*

13日  くろつ け *

19日  しろか き *

20日  田植 え *

野川 「親子 で生けl甫 り作戦」

生 き物 調査

25日  1番 草 (草 取 り)*

親子炭焼きキヤンプ (々 二山)

17日  消 毒 *

22日

9月   19日
10月  16日

2番掌 (草取 り

案 山子 つ くり *

稲 刈 り *

)*

7月

8月

|
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